
製
販
一
体
運
営
を
深
化

近
ツ
ー

個

人
　

ス
タ
ッ
フ
部
門
合
理
化
も

年
に
１
回
以
上
温
泉
に
行
く
人

Ｊ
Ｔ
Ｂ
調
査
で
８
割

成田拠点に４路線
那覇、新千歳、台北、ソウル

バニラ・エア

インバウンド旅行会社が増加

北
海
道
支
部

中
国
地
方
に
初
就
航

ス
カ
イ
マ
ー
ク
　

米
子
空
港
６
路
線

総取扱額

．
％
減
の

億
円
に

国
内
旅
行
は
．
％
の
増
加

ＪＴＢ

国
内
旅
行
は
８
％
増
に

ＫＮＴ

国
内
旅
行
は
若
干
増

日　旅

国
内
、国
際
が
増
加

トップ

総
取
扱
額
は
２
％
減

阪　急

国
内
旅
行
は

％
増

和田雅夫さん

　

北
海
道
は
外
国
人
に

人
気
の
あ
る
旅
行
先
で
す

ね
。

　
ニ
セ
コ
で
は
英
語
、
札
幌

で
は
中
国
語
を
耳
に
す
る
機

会
が
急
増
し
、
国
際
色
が
豊

か
で
す
。
当
支
部
で
も
北
海

道
の
豊
富
な
観
光
資
源
を
利

用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
業
務

を
中
心
と
す
る
外
国
人
オ
ー

ナ
ー
会
員
の
増
加
が
顕
著

で
、
全
会
員
の
１
割
を
占
め

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

支
部
長
と
し
て
の
抱

負
は
。

　
従
来
の
主
流
で
あ
っ
た
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
中
心
の
旅
行

だ
け
で
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
「
地
旅
」
な

ど
着
地
型
旅
行
商
品
の
充
実

や
販
売
網
確
立
が
急
務
で
あ

り
、
営
業
の
比
重
を
着
地
型

に
シ
フ
ト
す
る
会
員
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
他
業
種
と
の
連
携
も
図
り

な
が
ら
今
後
も
旅
行
業
と
し

て
の
創
意
工
夫
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

ワ
ン
ダ
ー
ト
ラ
ベ
ル

サ
ー
ビ
ス（
札
幌
市
白
石
区
）

の
社
長
と
し
て
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
は
。

　
創
業
の
平
成
元
年
（
１
９

８
９
年
）
か
ら
主
に
札
幌
市

の
法
人
企
業
を
取
引
先
に
営

業
し
て
き
ま
し
た
。
お
客
さ

ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
出
張
手
配
は
も
ち
ろ
ん
、

国
内
、
海
外
を
問
わ
ず
旅
行

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の

役
割
を
担
う
こ
と
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
差
別

化
を
図
る
意
味
で
も
、
旅
行

素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
商
品

を
提
案
す
る
と
い
う
我
々
地

元
の
旅
行
会
社
の
価
値
を
お

客
さ
ま
に
ど
う
認
め
て
も
ら

う
か
が
大
事
で
す
。

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額 ４月からの累計
，， ，， ，， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ，，  ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，

． ． ． ． ． ．
，， ， ，   ，，

． ． ． ． ． ．
，， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，  ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．
， ，， ， ， ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，， ，， ，  ，， ，，
． ． ． ． ． ．

，，，， ，， ，，，， ，，，
． ． ． ． ． ．

（単位：千円、％）
８月の販売概況

ジェイティービー欄はグループ全体の実績　ＫＮＴ－ＣＴホールディングスの前年数値はグループ全体（ＫＮＴ／ＫＮＴ個人旅行／ＫＮＴ個人旅
行販売／クラブツーリズム／ユナイテッドツアーズ／各地域会社の合算実績）

ジェイティービー

日本旅行

ＫＮＴ－ＣＴホール
ディングス

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日通旅行

阪急交通社

合　　　　計

（３） 第２７２２号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）１０月５日（土曜日）

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個

人
旅
行
は

月
１
日
付
け

で
、組
織
改
正
を
実
施
す
る
。

「
指
揮
命
令
系
統
を
一
本
化

し
、
製
販
一
体
運
営
を
深
化

さ
せ
る
と
と
も
に
、
ス
タ
ッ

フ
部
門
を
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
個
人
旅
行
販
売
と
共
有

す
る
こ
と
で
合
理
化
を
図

る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　
改
正
の
目
的
は
、
近
ツ
ー

個
人
旅
行
販
売
も
含
め
た
地

域
別
営
業
本
部
体
制
に
移
行

し
、
製
販
一
体
運
営
を
深
化

さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
成
長
が

見
込
め
る
ウ
ェ
ブ
販
売
事
業

に
つ
い
て
専
門
組
織
を
新
設

し
販
売
拡
大
を
図
る
と
し
て

い
る
。

　
具
体
的
な
変
更
点
は
「
旅

行
事
業
本
部
」
を
「
営
業
統

括
本
部
」
と
改
称
▽
宿
泊
商

品
の
ウ
ェ
ブ
販
売
専
門
組
織

と
し
て
「
ｅ
宿
泊
事
業
部
」

を
新
設
▽
「
経
営
企
画
部
」

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
」を
新
設
、

「
営
業
支
援
本
部
」
の
「
管

理
部
」
を
「
総
務
部
」
「
経

理
部
」
に
再
編
▽
営
業
統
括

本
部
傘
下
に
東
名
阪
で
の
地

域
戦
略
を
立
案
実
行
す
る

「
営
業
本
部
」
を
置
き
、

「
営
業
支
援
本
部
」
の
「
海

外
航
空
仕
入
事
業
部
」
を
移

管
▽「
テ
ー
マ
旅
行
事
業
部
」

「
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
部
」
を

廃
止
し
、
両
事
業
部
の
ス
タ

ッ
フ
機
能
は
「
営
業
統
括
本

部
」
と
各
営
業
本
部
へ
移
管

―
の
５
点
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
旅
行

販
売
会
社

社
に
よ
る

年

７
月
の
取
扱
額
は
前
年
同
月

比
４
・
５
％
増
の
１
４
７
６

億
９
９
０
０
万
円
で
、
う
ち

国
内
旅
行
は
７
・
８
％
増
の

８
６
７
億
７
２
０
０
万
円
だ

っ
た
。
海
外
旅
行
は
０
・
７

％
減
の
５
２
０
億
１
２
０
０

万
円
、
国
際
旅
行
は

・
４

％
増
の

億
６
６
０
０
万

円
、
旅
行
関
連
商
品
そ
の
他

は
１
・
７
％
増
の

億
４
９

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
８
・
１
％
増
。

う
ち
一
般
団
体
は
「
官
公
庁

・
自
治
体
」が

・
８
％
増
、

「
企
業
」
が

・
９
％
増
、

「
組
織
」
が
４
・
８
％
増
だ

っ
た
。
教
育
団
体
は
５
・
２

％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
企
画
商
品
は
６
・
６
％
増

で
、
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
「
エ
ー

ス
」
は
７
・
６
％
増
。
手
配

旅
行
を
含
む
個
人
旅
行
全
体

で
は
７
・
８
％
増
だ
っ
た
。

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
ー
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
、
前
年
を
上
回
っ
た
の

は

・
６
％
増
の
中
国
・
四

国
、

・
４
％
増
の
関
東
、


・
５
％
増
の
沖
縄
な
ど
。

前
年
を
下
回
っ
た
の
は
、
６

・
９
％
減
の
近
畿
、
１
・
４

％
減
の
北
海
道
、
１
・
０
％

減
の
東
北
の
３
方
面
。

　
海
外
旅
行
は
、
団
体
旅
行

が
６
・
６
％
減
、
企
画
商
品

が
２
・
２
％
増
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

８
・
８
％
減
だ
っ
た
。

　

年
度
７
月
ま
で
の
累
計

取
扱
額
は
２
・
３
％
増
の
５

２
２
６
億
円
と
な
っ
た
。
国

内
旅
行
は
５
・
４
％
増
の
３

０
５
６
億
２
４
０
０
万
円
、

海
外
旅
行
は
３
・
５
％
減
の

１
８
１
２
億
３
４
０
０
万

円
、
国
際
旅
行
は

・
４
％

増
の
１
４
６
億
５
９
０
０
万

円
、
旅
行
関
連
商
品
そ
の
他

は
２
・
１
％
減
の
２
１
０
億

８
３
０
０
万
円
だ
っ
た
。

８月分

　
鉄
道
旅
客
協
会
が
１
日
に

発
表
し
た
、
主
要
旅
行
業


社
の
８
月
の
旅

行
販
売
取
扱
額

は
前
年
同
月
比

１
・
１
％
減
の

３
５
２
７
億
２

９
７
万
円
だ
っ

た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
５
・

３
％
増
の
２
１
９
５
億
１
４

８
７
万
円
、
海
外
旅
行
が


・
８
％
減
の
１
２
６
７
億
４

６
２
５
万
円
、
外
国
人
旅
行

が

・
９
％
増
の

億
１
０

６
７
万
円
。

　
総
取
扱
額
が
前
年
を
上
回

っ
た
事
業
者
は
ジ
ェ
イ
テ
ィ

ー
ビ
ー
、
日
本
旅
行
、
名
鉄

観
光
サ
ー
ビ
ス
の
３
社
。

　
２
０
１
１
年
の
同
月
比
は

総
取
扱
額
が

・
２
％
増
だ

っ
た
。
内
訳
は
国
内
旅
行
が


・
５
％
増
、
海
外
旅
行
が

６
・
７
％
増
、
外
国
人
旅
行

が

・
８
％
増
と
な
っ
て
い

る
。

　
４
月
か
ら
の
累
計
総
額

は
、
前
年
同
期
比
１
・
２
％

減
の
１
兆
４
１
６
１
億
２
３

４
４
万
円
。
前
年
同
期
比
を

上
回
っ
た
事
業
者
は
ジ
ェ
イ

テ
ィ
ー
ビ
ー
、
日
本
旅
行
、

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
３

社
。

　
分
野
別
で
は
国
内
旅
行
が

３
・
８
％
増
の
８
６
９
５
億

７
８
２
７
万
円
、
海
外
旅
行

が
９
・
８
％
減
の
５
０
７
４

億
８
３
８
３
万
円
、
外
国
人

旅
行
が

・
９
％
増
の
３
０

８
億
８
９
６
５
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
国
内
旅
行
の

累
計
が
前
年
同

期
を
上
回
っ
た

の
は
、
ジ
ェ
イ

テ
ィ
ー
ビ
ー
、

日
本
旅
行
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
名
鉄

観
光
サ
ー
ビ
ス
、京
王
観
光
、

読
売
旅
行
、
阪
急
交
通
社
の

７
社
。

鉄
道
の
日
記
念
で

乗
り
放
題
き
っ
ぷ

Ｊ
Ｒ
西
日
本

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

月

日

の
「
鉄
道
の
日
」
を
記
念
し

同
社
管
内
の
普
通
列
車
普
通

車
自
由
席
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
宮

古
島
フ
ェ
リ
ー
を
自
由
に
乗

り
降
り
で
き
る
「
鉄
道
の
日

記
念
　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
一
日
乗

り
放
題
き
っ
ぷ
」
（
写
真
は

チ
ラ
シ
）
を
発
売
す
る
。

　
発
売
期
間
は
９
月

日
～


月

日
。
利
用
期
間
は


月
５
日
か
ら

月

日
ま

で
。
乗
車
日
が
翌
日
に
ま
た

が
る
場
合
は
乗
車
し
た
列
車

が
０
時
を
過
ぎ
て
最
初
に
停

車
す
る
駅
ま
で
有
効
。
た
だ

し
大
阪
の
電
車
特
定
区
間
内

は
最
終
列
車
ま
で
利
用
で
き

る
。

　
新
幹
線
、
特
急
、
急
行
列

車
、
グ
リ
ー
ン
車
な
ど
に
乗

車
す
る
場
合
は
特
急
券
や
急

行
券
、
グ
リ
ー
ン
券
な
ど
必

要
な
料
金
券
の
ほ
か
、
乗
車

券
が
別
に
必
要
。
普
通
列
車

の
普
通
車
指
定
席
を
利
用
す

る
場
合
は
座
席
指
定
券
な
ど

が
必
要
。

　
発
売
箇
所
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
主
な
駅
の
み
ど
り
の
窓
口

や
み
ど
り
の
券
売
機
、
お
も

な
旅
行
会
社
。
発
売
額
は
３

千
円
、こ
ど
も
１
５
０
０
円
。

　
◎
日
本
旅
行
（

月
１
日

付
）

　
【
本
社
】
営
業
企
画
本
部

法
人
営
業
統
括
本
部
団
体
推

進
本
部
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
営
業
部
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
営
業
本
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
（
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業

本
部
所
属
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
委
員
会
出
向
）
佐
藤
貴

広　
【
九
州
営
業
本
部
】
九
州

営
業
本
部
所
属
・
ジ
ェ
イ
ア

ー
ル
西
日
本
フ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
ネ
ッ
ト
出
向
（
九
州
営
業

本
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
石
室

屋
純
孝

　
全
日
空
系
の
新
し
い
格
安

航
空
会
社「
バ
ニ
ラ
・
エ
ア
」

（
現
エ
ア
・
ア
ジ
ア
ジ
ャ
パ

ン
）
は
９
月

日
、

月


日
か
ら
成
田
を
拠
点
に
那

覇
、
新
千
歳
、
台
北
、
ソ
ウ

ル
を
結
ぶ
４
路
線
で
順
次
運

航
を
開
始
す
る
と
発
表
し

た
。
運
賃
は
成
田
―
新
千
歳

が
５
５
０
０
円
、
成
田
―
那

覇
が
７
５
０
０
円
か
ら
。

　
今
回
発
表
さ
れ
た
の
は
３

月

日
ま
で
の
冬
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
、
運
航
開
始
日
は
、

那
覇
と
台
北
が

月

日
、

新
千
歳
が
１
月

日
、
ソ
ウ

ル
が
３
月
１
日
。
４
月
以
降

の
路
線
展
開
は
未
定
だ
が
、

レ
ジ
ャ
ー
、
観
光
に
特
化
し

た
路
線
を
中
心
に
展
開
し
、

今
後
は
ハ
ワ
イ
や
グ
ア
ム
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
も
就
航
し

た
い
考
え
を
示
し
た
。

　
航
空
券
の
販
売
は

月
１

日
正
午
か
ら
公
式
ウ
ェ
ヴ
サ

イ
ト
と
同
社
予
約
セ
ン
タ
ー

で
開
始
す
る
。

　
運
賃
は
通
年
設
定
の
「
コ

ミ
コ
ミ
バ
ニ
ラ
（
コ
ミ
コ

ミ
）
」
と
「
シ
ン
プ
ル
バ
ニ

ラ
（
シ
ン
プ
ル
）
」
を
基
本

運
賃
と
し
た
。
両
プ
ラ
ン
と

も
レ
ジ
ャ
ー
、
リ
ゾ
ー
ト
客

を
見
込
み
、

㌔
㌘
ま
で
の

荷
物
の
預
け
料
金
を
無
料
に

し
、
４
人
以
上
の
同
時
予
約

で
運
賃
の
割
引
を
行
う
。
コ

ミ
コ
ミ
は
シ
ン
プ
ル
の
２
５

０
０
円
増
し
で
、
シ
ン
プ
ル

で
は
行
え
な
い
払
い
戻
し
が

３
千
円
で
行
え
、
座
席
の
指

定
も
無
料
（
シ
ン
プ
ル
は
３

０
０
円
か
ら
）
、
予
約
の
変

更
は
シ
ン
プ
ル
が
２
千
円
必

要
な
の
に
対
し
、
コ
ミ
コ
ミ

は
５
０
０
円
で
行
え
る
。

　
同
時
に
客
室
乗
務
員
ら
の

制
服
や
機
体
の
デ
ザ
イ
ン
も

発
表
し
た
。
機
体
デ
ザ
イ
ン

は
ブ
ラ
ン
ド
カ
ラ
ー
の
イ
エ

ロ
ー
、
制
服
は
ブ
ル
ー
を
基

調
と
し
た
太
陽
や
海
を
連
想

さ
せ
る
鮮
や
か
な
も
の
と
な

っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
４
０
０

人
の
社
員
の
ア
イ
デ
ア
が
集

め
ら
れ
た
想
い
の
結
晶
と
同

社
。

　
あ
い
さ
つ
し
た
石
井
知
祥

社
長
は
「
中
部
空
港
も
検
討

す
る
」
と
し
、
機
材
は
現
在

の
２
機
か
ら
、
２
０
１
５
年

９
月
末
ま
で
に

機
に
増
や

す
計
画
と
述
べ
た
。

　
阪
急
交
通
社
の
発
表
に
よ

る
と
、
７
月
の
旅
行
取
扱
実

績
は
前
年
同
月
比
５
・
１
％

減
の
３
２
４
億
８
８
８
４
万

円
。国
内
旅
行
は
伊
勢
神
宮
、

出
雲
大
社
の
遷
宮
効
果
で
東

海
、
中
国
方
面
が
好
調
で
、


・
９
％
増
の
１
０
９
億
７

３
９
９
万
円
だ
っ
た
。

　
海
外
旅
行
は
中
国
、
韓
国

の
回
復
遅
れ
が
響
き
、

・

６
％
減
の
２
１
４
億
７
６
８

１
万
円
と
落
ち
込
ん
だ
。
外

国
人
旅
行
は
８
・
４
％
減
の

３
８
０
３
万
円
に
と
ど
ま
っ

た
。国

内
は
２
ケ
タ
増

阪
急
阪
神
Ｂ
Ｔ

　
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ベ
ル
（
Ｂ
Ｔ
）
の
７
月
の
取

扱
実
績
は
前
年
同
月
比
０
・

４
％
減
の

億
９
３
６
１
万

円
。
国
内
旅
行
は
企
業
の
国

内
出
張
が
活
発
化
し
、

・

９
％
増
の
３
億
４
５
０
万
円

と
な
っ
た
。

　
海
外
旅
行
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
タ
イ
な
ど
ア
ジ
ア
各
国

は
伸
び
た
が
、
中
国
、
韓
国

が
低
迷
し
、
２
・
１
％
減
の


億
８
９
２
万
円
だ
っ
た
。

国
内

％
の
増
加

阪
神
Ｔ
Ｉ

　
阪
神
ト
ラ
ベ
ル
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｔ
Ｉ
）
の

７
月
の
取
扱
実
績
は
前
年
同

月
比
４
・
３
％
減
の
３
億
４

６
６
４
万
円
だ
っ
た
。う
ち
、

国
内
旅
行
は
企
業
か
ら
の
需

要
が
順
調
に
増
え
、

％
増

の
３
１
３
９
万
円
と
好
調
。

海
外
旅
行
は
６
・
２
％
減
の

３
億
１
５
２
５
万
円
と
な
っ

た
。

　
こ
の
結
果
、
グ
ル
ー
プ
３

社
の
総
取
扱
額
は
前
年
同
月

比
４
・
６
％
減
の
３
５
２
億

８
０
５
１
万
円
。
内
訳
は
国

内
が

・
３
％
増
の
１
１
１

億
５
２
０
６
万
円
、
海
外
が


・
４
％
減
の
２
４
０
億
９

０
４
１
万
円
、
外
国
人
は
８

・
４
％
減
の
３
８
０
３
万
円

と
な
っ
た
。

　
◎
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

人
事
（

月
１
日
）

　
執
行
役
員
営
業
支
援
本
部

国
内
旅
行
部
長
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―

Ｃ
Т
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
経

営
企
画
部
部
長
兼
務
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
個
人
旅
行
営

業
統
括
本
部
部
長
兼
務
（
近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
神
奈
川

代
表
取
締
役
社
長
）
斉
藤
篤

史
▽
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

神
奈
川
出
向

同
社
代
表
取

締
役
社
長
就
任
予
定
（
総
務

広
報
部
部
長
兼
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ

Т
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
総
務

部
部
長
）
仲
章
弘
▽
営
業
統

括
本
部
関
西
営
業
本
部
管
理

部
長
販
売
部
長
兼
務
（
営
業

統
括
本
部
関
西
営
業
本
部
管

理
部
長
）
津
留
敦
徳

　
◎
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

個
人
旅
行
人
事（

月
１
日
）

　
代
表
取
締
役
専
務
（
近
畿

日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
営
業
支
援

本
部
執
行
役
員
国
内
旅
行
部

長
）
山
本
龍
二
▽
執
行
役
員

営
業
統
括
本
部
中
部
営
業
本

部
長
（
旅
行
事
業
本
部
部
長


国
内
商
品
担
当
）
田
中
亮

▽
営
業
統
括
本
部
部
長

海

外
担
当
（
旅
行
事
業
本
部
部

長

海
外
担
当
）
池
畑
孝
治

▽
経
営
企
画
部
長
（
営
業
支

援
本
部
管
理
部
部
長
）
城
戸

哲
明
▽
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
部
長

（
旅
行
事
業
本
部
部
長

海

外
商
品
担
当
）
新
貝
博
之
▽

営
業
統
括
本
部
部
長

国
内

商
品
担
当
（
旅
行
事
業
本
部

部
長

商
品
改
革
担
当
）
守

本
英
雄
▽
営
業
統
括
本
部
部

長

海
外
商
品
担
当
（
旅
行

事
業
本
部
課
長

海
外
商
品

担
当
）
神
谷
新
平
▽
営
業
統

括
本
部
部
長

提
携
販
売
担

当
（
旅
行
事
業
本
部
部
長


提
携
販
売
担
当
）
池
田
康
司

▽
営
業
統
括
本
部
部
長

ｅ

ビ
ジ
ネ
ス
担
当
（
旅
行
事
業

本
部
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
部

長
）
内
尾
智
子
▽
営
業
統
括

本
部
部
長

テ
ー
マ
旅
行
担

当
（
テ
ー
マ
旅
行
事
業
部
部

長
）
須
藤
文
彦
▽
ｅ
宿
泊
事

業
部
部
長
（
旅
行
事
業
本
部

中
部
事
業
部
長
）
笹
生
友
広

▽
営
業
統
括
本
部
海
外
航
空

仕
入
事
業
部
長
（
営
業
支
援

本
部
海
外
航
空
仕
入
事
業
部

長
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

営
業
支
援
本
部
海
外
旅
行
部

部
長
兼
務
）
大
橋
勤
▽
営
業

統
括
本
部
海
外
航
空
仕
入
事

業
部
部
長
（
営
業
支
援
本
部

海
外
航
空
仕
入
事
業
部
部

長
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

営
業
支
援
本
部
海
外
旅
行
部

部
長
兼
務
）
菅
野
貴
▽
営
業

支
援
本
部
総
務
部
長
（
営
業

支
援
本
部
管
理
部
長
）
小
野

雅
仁
▽
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
長

（
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個

人
旅
行
販
売
執
行
役
員
総
務

部
長
）
池
谷
尚
彦
▽
経
理
部

長
（
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

個
人
旅
行
販
売
執
行
役
員
経

理
部
長
）
近
藤
清
志

　
◎
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム

（

月
１
日
）

　
取
締
役

近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
個
人
旅
行
代
表
取
締

役
専
務
営
業
統
括
本
部
長
兼

首
都
圏
営
業
本
部
長
を
兼

務
、
山
本
龍
二
▽
▽
退
任
　

取
締
役
田
口
久
喜

　
年
に
１
回
以
上
温
泉
に
行

く
人
は
８
割

。
Ｊ
Ｔ
Ｂ

が
温
泉
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
９
月


日
に
発
表
し
た
。
年
に
「
２

～
３
回
」
の
回
答
が

％
で

最
も
多
く
、「
１
回
以
上
」


％
、「
０
回
（
ほ
と
ん
ど
行
か

な
い
）
」

％
と
続
く
。
年

に
５
回
以
上
温
泉
に
行
く
人

は
２
割
近
く
あ
り
、
温
泉
の

人
気
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。

　
誰
と
行
く
か
に
つ
い
て
は

「
家
族
」
が

％
と
圧
倒
的

に
多
く
、
次
い
で
「
友
人
」


％
、「
ひ
と
り
で
」
７
％
の

順
と
な
っ
た
。
温
泉
に
行
き

た
く
な
る
季
節
は
、
「
特
に

季
節
は
関
係
な
い
」

％
に

次
い
で
、「
冬
」
％
と「
秋
」


％
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

　
行
く
温
泉
を
決
め
る
主
な

ポ
イ
ン
ト
は
、「
地
理
的
条
件

（
近
い
・
行
き
や
す
い
）」


％
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
露
天
風
呂
が
あ
る
」
％
、

「
温
泉
地
（
街
）
の
魅
力
」


％
、「
食
事
」
％
と
続
く
。

　
お
す
す
め
の
（
ま
た
は
自

分
が
行
き
た
い
）
温
泉
地
は

ど
こ
か
。
１
位
は
草
津
温
泉

（
群
馬
県
）
で
、
２
位
は
箱

根
（
神
奈
川
県
）、３
位
は
湯

布
院
（
大
分
県
）。以
下
、
ベ

ス
ト

は
④
有
馬
温
泉
（
兵

庫
県
）
⑤
黒
川
温
泉
（
熊
本

県
）
⑥
別
府
（
大
分
県
）
⑦

登
別
温
泉
（
北
海
道
）
⑧
城

崎
温
泉
（
兵
庫
県
）
⑨
下
呂

温
泉
（
岐
阜
県
）
⑩
伊
豆

（
静
岡
県
）
、
指
宿
温
泉

（
鹿
児
島
県
）

と
な
っ
て

い
る
。

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
で

竜
飛
海
底
駅
を
訪
れ
る

朝
日
旅
行

　
朝
日
旅
行
は
９
月

日
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
内
の
新
幹
線

工
事
で
見
学
の
受
け
入
れ
を

休
止
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

「
竜
飛
海
底
駅
」
と
、
来
年

５
月

日
に
木
古
内
駅
―
江

差
駅
間
の
廃
止
が
決
定
し
た

北
海
道
の
ロ
ー
カ
ル
線
「
江

差
線
」
を
一
度
に
訪
れ
る
ツ

ア
ー
を
発
表
し
た
。

　
往
路
は
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン

あ
け
ぼ
の
号
を
利
用
し
、
復

路
は
新
幹
線
は
や
ぶ
さ
号
に

乗
車
す
る
。
鉄
道
フ
ァ
ン
だ

け
で
な
く
、
鉄
道
の
変
遷
に

郷
愁
を
感
じ
る
シ
ニ
ア
層
な

ど
に
も
楽
し
め
る
内
容
に
な

っ
て
い
る
。

　
竜
飛
海
底
駅
は
北
海
道
と

本
州
を
結
ぶ
青
函
ト
ン
ネ
ル

内
の
海
面
下
１
３
５
㍍
に
あ

る
見
学
用
の
駅
。
北
海
道
新

幹
線
の
工
事
に
伴
い
２
０
１

４
年
春
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
る
。

　
出
発
日
は

月

日
と


日
。
２
泊
３
日
で
料
金
は
東

京
発
が
７
万
３
千
円
、
名
古

屋
発
が
９
万
８
千
円
。

Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
会
合

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
、
菊
間
潤
吾
会
長
）
は

９
月

日
、
韓
国
旅
行
業
協

会
（
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
、
梁
武
承
会

長
）
と
東
京
で
会
合
し
た
。

こ
れ
ま
で
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

が
議
題
の
中
心
だ
っ
た
が
、

今
年
度
は
両
国
の
政
府
行
政

担
当
者
、
政
府
観
光
局
も
参

加
し
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
そ
れ
ぞ
れ
に

関
し
て
議
論
し
た
。

　
今
回
で

回
目
。
日
本
側

か
ら

人
、
韓
国
側
か
ら


人
が
参
加
し
た
。

　
主
催
者
と
し
て
菊
間
会
長

は
「
今
年
か
ら
会
議
を
拡
大

し
て
、
双
方
向
で
の
交
流
促

進
を
図
る
。
議
論
を
尽
く
し

て
課
題
解
決
に
向
か
っ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
Ｋ

Ａ
Ｔ
Ａ
の
梁
会
長
は
「
２
０

２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東

京
開
催
決
定
お
め
で
と
う
。

極
東
ア
ジ
ア
観
光
に
と
っ
て

も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
」

な
ど
と
述
べ
た
。

　
来
賓
で
は
観
光
庁
の
佐
藤

善
信
次
長
が
「
今
年
、
訪
日

外
国
人
数
は
１
千
万
人
を
超

え
、
さ
ら
に
は
２
千
万
人
を

目
指
し
て
い
く
。
そ
の
う
え

で
も
ツ
ー
ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
大
切
だ
」
と
活
発
な
意

見
交
換
を
期
待
し
た
。

　
ス
カ
イ
マ
ー
ク
は
こ
の
ほ

ど
、

月

日
か
ら
鳥
取
県

の
米
子
空
港
と
成
田
、神
戸
、

茨
城
各
空
港
を
結
ぶ
路
線
を

運
航
す
る
と
発
表
し
た
。
来

年

月
に
は
米
子
空
港
か
ら

羽
田
、
新
千
歳
、
那
覇
便
を

就
航
さ
せ
る
計
画
だ
。
同
社

が
中
国
地
方
に
就
航
す
る
の

は
初
め
。

　

月

日
か
ら
就
航
す
る

米
子

成
田
、
神
戸
は
各
１

日
２
往
復
４
便
、
米
子

茨

城
は
１
日
１
往
復
２
便
を
運

航
す
る
予
定
。
茨
城
線
は
神

戸
経
由
と
な
る
。

　
来
年

月
に
就
航
予
定
の

米
子

羽
田
、
新
千
歳
、
那

覇
は
各
１
往
復
ず
つ
就
航
さ

せ
る
予
定
。

　
現
在
米
子
空
港
に
は
全
日

空
が
１
日
５
往
復
便
を
運
航

し
て
い
る
。
ス
カ
イ
マ
ー
ク

が
就
航
す
る
こ
と
で
米
子


羽
田
便
は
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ
ク

路
線
と
な
り
、
価
格
な
ど
の

競
争
が
予
想
さ
れ
る
。

　
日
本
旅
行
の
今
年
７
月
の

販
売
実
績
は
、
総
販
売
額
が

前
年
同
月
比
１
・
２
％
増
の

３
２
５
億
２
２
２
０
万
円
だ

っ
た
。
国
内
旅
行
が
同
１
・

８
％
増
の
１
９
９
億
３
９
３

０
万
円
、
国
際
旅
行
が
同


・
２
％
増
の

億
９
５
５
万

円
と
、
と
も
に
前
年
超
え
。

海
外
旅
行
は
同
０
・
４
％
減

の
１
１
４
億
８
６
３
９
万
円

と
、
前
年
を
わ
ず
か
に
下
回

っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
う
ち
、
団
体

は
同
５
・
４
％
増
の

億
９

７
４
５
万
円
。
一
般
団
体

（
同
９
・
５
％
増
、

億
８

３
７
２
万
円
）
が
増
加
。
教

育
旅
行
団
体
（
同
１
・
６
％

減
、

億
１
３
７
２
万
円
）

が
減
少
し
た
。

　
国
内
企
画
は
同
５
・
０
％

増
の

億
４
９
６
５
万
円
。

自
社
企
画
の
赤
い
風
船
（
同

５
・
３
％
増
、

億
９
５
０

５
万
円
）
、
他
社
企
画
（
同

３
・
３
％
増
、

億
５
４
６

０
万
円
）
と
も
に
前
年
を
上

回
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
券
、
航
空
券
、
一
般

宿
泊
な
ど
の
個
人
旅
行
計

（
同
２
・
４
％
減
、

億
９

２
１
９
万
円
）は
減
少
し
た
。

　
海
外
旅
行
は
、
団
体
（
同

０
・
９
％
減
、

億
２
６
４

３
万
円
）
、
企
画
商
品
（
同

７
・
５
％
減
、

億
３
１
４

１
万
円
）
と
も
に
前
年
を
下

回
っ
た
。
団
体
は
一
般
団
体

が
同

・
８
％
減
。
教
育
旅

行
団
体
が
同

・
４
％
増
と

大
き
く
増
加
し
た
。
企
画
商

品
は
自
社
企
画
の
マ
ッ
ハ
・

ベ
ス
ト
ツ
ア
ー
が
同
６
・
６

％
減
少
し
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
総

販
が
前
年
同
期
比
４
・
２
％

増
の
２
１
１
７
億
４
８
４
５

万
円
。
こ
の
う
ち
国
内
は
同

０
・
８
％
増
の
１
２
７
５
億

６
０
９
万
円
。
海
外
は
同
６

・
９
％
増
の
７
６
５
億
７
２

２
４
万
円
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
こ
の
ほ
ど
、
７

月
の
旅
行
取
扱
状
況
を
発
表

し
た
。
主
要
事
業
会
社

社

の
総
取
扱
額
は
、
前
年
同
月

比
５
・
７
％
減
の
４
２
７
億

６
６
５
８
万
円
。
こ
の
う
ち

国
内
旅
行
は
同
０
・
４
％
増

の
２
７
５
億
５
１
５
６
万

円
、
海
外
旅
行
は
同

・
７

％
減
の
１
３
９
億
５
４
９
７

万
円
、
国
際
（
訪
日
）
旅
行

は
同
７
・
６
％
減
の
４
億
５

５
２
１
万
円
、
関
連
商
品
ほ

か
は
同

・
９
％
増
の
８
億

４
８
５
万
円
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
の
内
訳
は
、
一

般
団
体
が
同
５
・
７
％
減
の


億
３
２
８
６
万
円
、
学
生

団
体
は
同
０
・
９
％
増
の


億
２
９
８
４
万
円
で
、
団
体

全
体
で
は
同
２
・
９
％
減
の


億
６
２
７
０
万
円
だ
っ

た
。
企
画
は
同
１
・
２
％
増

の
１
７
１
億
４
３
２
５
万

円
、
個
人
は
同
０
・
９
％
増

の

億
４
５
６
１
万
円
、
ク

ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
内
は
同

６
・
９
％
増
の

億
３
１
４

７
万
円
。

　
海
外
旅
行
は
、
一
般
団
体

が
同

・
２
％
減
の

億
５

８
４
３
万
円
、
学
生
団
体
は

同
２
・
８
％
減
の
４
億
５
６

１
３
万
円
で
、
団
体
全
体
で

は
同

・
８
％
減
の

億
１

４
５
７
万
円
。
企
画
は
同


・
７
％
減
の

億
７
７
２
３

万
円
、
個
人
は
同

・
７
％

減
の

億
６
３
１
８
万
円
、

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
海
外
は

同
０
・
８
％
増
の

億
８
２

３
２
万
円
。

　
中
核
事
業
会
社
３
社
の
状

況
を
見
る
と
、
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
は
、
国
内
団
体
で

は
一
般
が
同
４
・
０
％
減
だ

っ
た
が
、
学
生
が
同
０
・
９

％
増
、
国
内
団
体
合
計
は
同

０
・
２
％
増
と
ほ
ぼ
前
年
並

み
。
海
外
団
体
は
、
企
業
需

要
が
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
一
般
が
昨
年
、
大
型
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
団

体
を
複
数
取
り
扱
っ
た
反
動

が
大
き
く
同

・
６
％
減
。

学
生
は
同
２
・
８
％
減
。
海

外
団
体
合
計
で
は
同

・
６

％
減
だ
っ
た
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個

人
旅
行
は
、
メ
イ
ト
が
同
４

・
９
％
減
。
方
面
別
取
扱
人

数
の
状
況
は
、
首
都
圏
と
伊

勢
志
摩
、
中
国
四
国
が
前
年

を
大
き
く
上
回
り
、
沖
縄
と

信
州
も
好
調
だ
っ
た
。
ホ
リ

デ
イ
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

設
定
し
た
欧
州
が
伸
び
た

が
、
販
売
割
合
が
高
い
東
ア

ジ
ア
が
全
般
的
に
不
調
で
、

中
国
は
引
き
続
き
大
き
く
低

迷
し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、

バ
ス
旅
行
を
除
く
国
内
部
門

が
、
北
海
道
で
天
候
不
順
に

よ
り
苦
戦
し
た
が
、
出
雲
大

社
遷
宮
効
果
が
続
く
中
国
と

九
州
が
好
調
。
バ
ス
旅
行
部

門
は
、
昨
年
ツ
ア
ー
バ
ス
事

故
の
風
評
被
害
を
受
け
た
反

動
で
同

・
７
％
増
だ
っ
た
。

テ
ー
マ
旅
行
部
門
は
、
富
士

山
世
界
登
録
な
ど
に
よ
り
、

同

・
３
％
増
と
伸
び
た
。

海
外
部
門
は
、
ト
ル
コ
の
デ

モ
や
エ
ジ
プ
ト
の
暴
動
の
影

響
が
あ
っ
た
一
方
で
、
ク
ル

ー
ズ
な
ど
が
好
調
だ
っ
た
た

め
、前
年
並
み
を
維
持
し
た
。

　
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
は
こ
の
ほ

ど
、
７
月
の
販
売
実
績
を
発

表
し
た
。
総
取
扱
額
は
前
年

同
月
比
２
・
０
％
減
の

億

１
３
２
０
万
円
。
内
訳
は
国

内
旅
行
が
同
２
・
１
％
減
の


億
４
８
４
０
万
円
、
海
外

旅
行
が
同
３
・
９
％
減
の


億
１
９
６
１
万
円
、
訪
日
旅

行
が
同
７
・
３
％
増
の
２
億

９
４
８
０
万
円
だ
っ
た
。

　
国
内
旅
行
は
、
一
般
団
体

が
同
０
・
５
％
減
、
教
育
団

体
が
同
０
・
６
％
増
と
前
年

並
み
だ
っ
た
。
団
体
全
体
で

は
同
０
・
２
％
減
だ
っ
た
。

個
人
旅
行
は
、
企
画
商
品
が

同

・
２
％
減
、
企
画
商
品

を
除
く
個
人
旅
行
は
同
３
・

３
％
減
だ
っ
た
。

　
海
外
旅
行
は
、
一
般
団
体

が
同
１
・
１
％
減
と
前
年
並

み
だ
っ
た
が
、
教
育
旅
行
が

修
学
旅
行
の
取
り
扱
い
団
体

数
の
増
加
で
同
１
４
７
・
２

％
増
と
大
き
く
上
回
っ
た
。

団
体
全
体
で
は
同

・
２
％

増
だ
っ
た
。
個
人
旅
行
は
、

自
社
企
画
商
品
が
同

・
４

％
減
、
他
社
企
画
商
品
は
同


・
０
％
減
。
企
画
商
品
全

体
で
は
同

・
４
％
減
だ
っ

た
。
そ
の
他
の
個
人
旅
行
は

同

・
７
％
減
だ
っ
た
。

　
海
外
全
体
の
取
扱
人
員
は

同

・
１
％
減
で
、
団
体
は

同
８
・
７
％
減
だ
っ
た
。
方

面
別
を
見
る
と
、
大
洋
州
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
そ
の
他
ア

ジ
ア（
中
国
と
韓
国
、香
港
、

台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
除

く
ア
ジ
ア
地
域
）
、
欧
州
・

ロ
シ
ア
方
面
が
前
年
を
上
回

っ
た
。
企
画
商
品
全
体
の
取

扱
人
員
は
同

・
４
％
減
。

そ
の
他
ア
ジ
ア
や
欧
州
・
ロ

シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
方
面

が
前
年
実
績
を
上
回
っ
た
。


